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鹿児島県日置市 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№20 平成19年1月号 

元旦の早朝、日吉運動公園で行
われたニューイヤージョギング
2007。参加者は新年の幕開けと
ともに新年に合わせた2007㍍を
思い思いのペースで走り、さわや
かな汗を流しました。

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,879人（△19） 

　　男 24,683人（△ 5） 

　　女 28,196人（△14） 

世帯数 22,307（△16） 
1月1日現在（　）は前月比 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

わ
が
地
域 

田
之
湯
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

住
民
の
融
和
を
図
り
、心
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り 

東
市
来
地
域
湯
之
元
地
区
の
西

部
に
位
置
す
る
田
之
湯
自
治
会
に

は
、
平
成
十
九
年
一
月
現
在
で
四

百
四
十
三
世
帯
、
千
二
十
一
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

大
正
十
年
に
田
ん
ぼ
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
田
之
湯
温
泉
を
中
心

に
周
辺
に
は
温
泉
宿
や
旅
館
、
住

宅
な
ど
が
建
ち
並
び
、
今
で
は
、

Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
な
ど
の
交
通
の
利
便

性
の
よ
さ
か
ら
、
西
側
に
も
新
し

い
住
宅
が
建
ち
は
じ
め
、
人
口
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た

の

ゆ

 

こ 
れ
ま
で
田
之
湯
自
治
会
に
は

公
民
館
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、昨
年
五
月
か
ら
住
民
の
活
動

の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
田
之
湯

公
民
館
建
設
を
計
画
。平
成
二
十
年

度
完
成
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。公
民
館
建
設
に
あ
た
り
、公
民

館
の
必
要
性
や
土
地
の
確
保
、建
設

費
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、何
度
も

話
し
合
い
を
重
ね
、今
年
は
、こ
れ
ま

で
毎
年
四
月
に
行
っ
て
い
た
田
之
湯

運
動
会
を
今
年
は
花
見
に
変
更
し
た

り
、十
一
月
二
十
三
日
に
湯
之
元
地

域
で
開
催
さ
れ
た「
湯
之
元
温
泉
の

日
」に
合
わ
せ
て
、ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
市
を
開
催
し
、家
で
使

わ
れ
て
い
な
い
日
用
品
や
リ
サ
イ
ク

ル
品
な
ど
を
各
世
帯
か
ら
持
ち
寄
っ

て
販
売
し
た
り
と
、住
民
の
親
睦
交

流
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
分
た
ち
で

で
き
る
公
民
館
建
設
資
金
確
保
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

例
行
事
と
い
え
ば
、子
ど
も
会

や
福
寿
会（
老
人
ク
ラ
ブ
）、青

壮
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
、平
成
十

三
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
子
ど

も
達
の
昔
な
が
ら
の
田
植
え
・
稲
刈

り
体
験
、餅
つ
き
大
会
。年
間
を
通
し

て
の
作
業
で
子
ど
も
達
に
収
穫
の
喜

び
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
行
わ
れ
て
い

ま
す
。自
治
会
活
動
と
し
て
は
、高
齢

者
へ
の
声
掛
け
・
見
守
り
を
目
的
と

し
た
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
平

成
八
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。そ
の
後
、田

之
湯
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
湯
の
花
会
」

を
設
立
し
、月
に
一
回
、集
落
内
の
高

齢
者
が
集
ま
っ
て
季
節
の
行
事
や
講

話
、お
茶
会
・
食
事
会
を
行
い
、生
き

が
い
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、自
治
会
内
に
は
今
年
で
六

台
目
と
な
る
防
火
ホ
ー
ス
格
納
箱
を

設
置
。自
主
防
犯
組
織
を
つ
く
り
、消

防
職
員
を
招
い
て
の
消
火
訓
練
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

之
湯
に
は
、温
泉
周
辺
の
昔
か

ら
人
が
住
む
地
域
と
西
側
の
振

興
住
宅
地
が
あ
り
ま
す
。「
初
め
て
見

る
顔
も
珍
し
く
な
い
で
す
が
、行
事

に
も
住
民
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
」

恒 

田 

▲ 子ども達の田植え体験

▲ 防火ホース格納箱設置の際の消火訓練

編

集
た
い
む

年
が
明
け
ま
し
た
。三
日
に
は
市
成
人
式

が
行
わ
れ
、振
袖
や
ス
ー
ツ
、袴
姿
の
新
成
人

が
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
あ
い
、ま
た
、新
た
な
門
出
に
緊
張
し
な
が

ら
も
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
を
見
据
え
る
ま

な
ざ
し
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。▼
い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
者
が
増
え

る
昨
今
、未
来
あ
る
若
者
の
死
は
心
が
悼
み
、

こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
親
や
ま
わ
り
の
人

の
悲
し
み
は
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。家
庭
や

学
校
、地
域
が
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
素
早
い

対
応
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
が
、自
分
自
身

が
少
し
ず
つ
で
も
強
く
な
る
こ
と
も
大
切
な

よ
う
で
す
。▼「
い
き
い
き
人
」で
紹
介
し
た

満
尾
さ
ん
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
バ
ラ
栽
培

農
家
に
就
農
し
、手
探
り
の
状
態
か
ら
ス
タ
ー

ト
。様
々
な
苦
労
を
乗
り
越
え
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。「
何
事
も〝
苦
あ
れ
ば
楽
あ

り
〞」満
尾
さ
ん
は
そ
う
言
い
ま
す
。▼
今
年

の
仕
事
始
め
は
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

２
０
０
７
で
始
ま
り
ま
し
た
。元
旦
出
勤
三

年
目
。初
日
と
と
も
に
新
年
に
あ
わ
せ
た
２

０
０
７
㍍
を
一
年
の
目
標
を
胸
に
走
り
ま
す
。

辺
り
が
明
る
く
な
り
始
め
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
。い
い
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
と
祈
り
な

が
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と「
あ
っ
！
初

日
に
雲
が
…
」残
念
。〝
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
〞

い
つ
の
日
か
こ
の
苦
労
も
報
わ
れ
る
？

○

▲ いきいきサロン「湯の花会」の活動

主な記事
新年のあいさつ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
日置市成人式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 
税の申告相談・税制改正のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
まちの話題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 
水道料金改定のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 
下水道料金改定のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 
インターネット接続でお悩みのみなさんへ ・・・・・・・・・・・・・・・ 19 
市民の広場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

▲ 左から松島記久子さん、松島幸吉会長、
秋嶺健さん

ま
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
市
政
発
足
一
周
年
を

迎
え
た
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
無

我
夢
中
で
走
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り

ま
し
て
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
春

を
迎
え
、
市
の
一
層
の
躍
進
を
期
し

て
ま
い
り
た
い
と
心
を
新
た
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
日
置
市
と
し
て

初
め
て
、
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
基

づ
き
、
地
域
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
行
政
運
営
を
展
開
す
る
た
め
の
指

針
と
し
て
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
旧
四
町
の
歴
史
や
文
化
と
こ

れ
ま
で
の
発
展
の
成
果
を
継
承
し
な

が
ら
、
新
し
い
都
市
像
、
概
ね
二
十

七
年
度
末
に
お
け
る
「
目
指
す
べ
き

日
置
市
の
姿
」
を
明
ら
か
に
し
、
市

政
を
進
め
て
い
く
上
で
最
も
重
要
な

計
画
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
固
め
ら
れ
る

よ
う
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
情
勢
は
、
急
速

に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、

混
迷
を
続
け
る
経
済
状
況
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
大
き
く
変

動
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
Ｉ
Ｔ

関
連
や
自
動
車
業
界
な
ど
の
躍
進
に

よ
り
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
始

め
、
全
体
的
に
上
昇
ム
ー
ド
が
漂
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
感
じ
る
の
に

は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、

三
位
一
体
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
、

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」

と
い
う
掛
け
声
の
も
と
、
地
方
分
権

と
財
政
再
建
に
向
け
て
の
取
り
組
み

が
本
格
的
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
財
政
の
健

全
化
が
目
下
最
大
の
行
政
課
題
に
な
っ

て
お
り
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
、
様
々
な
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
、
多
く
の
市
民
と
の
対

話
を
積
み
重
ね
、
連
携
を
深
め
る
こ

と
を
通
し
て
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
こ
れ
か
ら
も
日
置

市
の
一
体
的
な
発
展
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
を
迎
え
市
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

日
置
市
が
発
足
し
て
か
ら
二
回
目

の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
合
併
後

の
課
題
で
あ
り
ま
す
市
域
の
一
体
感

も
各
地
域
の
個
性
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

自
治
活
動
、
文
化
・
芸
術
活
動
な
ど

を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
関
係

の
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
内
で
は
相
変
わ
ら
ず
い
じ
め
や
虐

待
、
殺
人
・
自
殺
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
重
大
事
故
、
官
製
談
合
な
ど
の
暗

い
事
件
が
発
生
し
大
変
憂
慮
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て
、
皇
室
で
は
悠
仁

親
王
が
誕
生
さ
れ
国
民
等
し
く
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

日
置
市
で
は
、
七
月
の
集
中
豪
雨

災
害
や
水
稲
の
作
況
不
良
な
ど
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
各
地
域
振

興
の
た
め
の
各
種
施
策
が
継
続
事
業

を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

日
置
市
行
政
改
革
大
綱
も
策
定
さ
れ

歳
出
削
減
等
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、
国
か
ら
地
方
へ
権
限
移
譲

す
る
た
め
の
基
本
理
念
を
盛
り
込
ん

だ
地
方
分
権
改
革
推
進
法
が
成
立
し
、

地
方
分
権
は
第
二
期
の
改
革
を
迎
え

ま
す
。

議
会
で
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
、「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を

決
議
す
る
と
と
も
に
、
市
財
政
健
全

化
の
た
め
議
論
を
重
ね
、
九
月
に
は

「
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
議
員
定
数
問
題
な
ど
も

含
め
て
の
調
査
を
鋭
意
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
日
置
市
に
と
り
ま
し
て

成
果
の
上
が
る
年
に
し
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
が
、
現
下
の
状
況
は
、

景
気
の
拡
大
が
報
道
さ
れ
ま
す
も
の

の
、
地
方
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
依
然

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
議
会
を
妙
円
寺
小
学
校
六
年

生
が
傍
聴
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、「
日

置
市
を
い
い
市
、
平
和
の
日
置
市
、

自
殺
や
い
じ
め
の
な
い
日
置
市
、
そ

し
て
赤
ん
坊
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元

気
で
過
ご
し
や
す
い
日
置
市
に
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
感
想
文
に
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
純
真
な
思
い
に

胸
を
打
た
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に

応
え
る
た
め
さ
ら
に
議
論
を
尽
く
す

必
要
が
あ
る
と
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日置市長 宮路高光日置市議会議長 宇田 栄

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
（
１
日
）
▼

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
０
０

６
（
１
日
）
▼
吹
上
青
松
太
鼓
新
春

初
打
ち
（
１
日
）
▼
市
成
人
式
（
３

日
）
▼
市
消
防
出
初
め
式
（
８
日
）

▼
第
14
回
知
事
と
語
ろ
会
（
19
日
）

▼
吹
上
ア
ス
パ
ラ
「
か
ご
し
ま
農
林

水
産
物
認
証
制
度
」
認
証
（
26
日
）

第
53
回
南
九
州
美
術
展
審
査
会
（
２

日
）
▼
日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大

会
（
４
日
）
▼
日
置
地
区
植
樹
祭
（
４

日
）
▼
韓
国
延
世
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
親
善
試
合
（
５
日
）
▼
上

石
津
町
と
の
「
友
好
都
市
宣
言
」
継

承
締
結
式
（
11
日
）
▼
「
み
ん
な

で
登
り
窯
を
焚
こ
う
」
開
催
（
12
日
）

▼
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
設
立
総
会
（
13
日
）
▼
第
53
回

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

日
置
市
通
過
（
19
日
）

▼
稲
荷
神
社
「
お
田
植
え
祭
」（
３

日
）
▼
㈱
ア
イ
・
ケ
ー
・
フ
ー
ズ
立

地
協
定
調
印
式
（
16
日
）
▼
明
興

テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
ト
日
置
工
場
落
成
式

（
17
日
）
▼
船
こ
ぎ
祭
り
（
19
日
）

▼
た
じ
ま
ど
ん
（
21
日
）
▼
も
ち
ひ
っ

ぱ
れ
（
21
日
）
▼
第
34
回
彼
岸
相

撲
大
会
（
21
日
）
▼
第
５
回
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

in
日
吉
（
26
日
）
▼
県
道
伊
集
院

日
吉
線
バ
イ
パ
ス
開
通
（
27
日
）

２
月

３
月

現
場
か
ら
の
教
育
改
革
リ
レ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
日
置
（
８
日
）
▼
第
34
回

日
置
地
区
体
育
大
会
（
９
・
16
日
）

▼
第
18
回
永
吉
川
筏
下
り
（
11
日
）

▼
第
19
回
市
屋
内
消
火
栓
競
技
大

会
（
11
日
）
▼
国
際
青
少
年
音
楽

祭
in
日
置
（
11
日
）
▼
こ
け
け
王

国
花
火
大
会
（
23
日
）
▼
市
小
学

校
水
泳
記
録
会
（
24
日
）
▼
伊
集

院
総
合
運
動
公
園
内
チ
ェ
ス
ト
小
鶴

ド
ー
ム
完
成
（
27
日
）
▼
吹
上
か

め
の
子
サ
ッ
カ
ー
県
大
会
（
29
・
30

日
） ７

月

日
置
警
察
署
開
署
式
（
１
日
）
▼
第

30
回
日
吉
秋
ま
つ
り
花
火
大
会
（
７

日
）
▼
山
神
の
響
炎
（
８
日
）
▼
妙

音
十
二
楽
演
奏
会
（
12
日
）
▼
妙

円
寺
詣
り
大
行
進
（
14
日
）
▼
第

51
回
吹
上
さ
つ
ま
湖
花
火
大
会
（
15

日
）
▼
日
吉
豊
年
相
撲
大
会
（
15
日
）

▼
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
（
21
・
22

日
）
▼
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会
（
22

日
）
▼
市
小
学
校
陸
上
記
録
会
（
24

日
）
▼
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in

江
口
浜
（
29
日
）

10
月

第
21
回
美
山
窯
元
祭
り
（
２
〜
５
日
）

▼
東
京
都
八
王
子
市
の
都
立
富
士
森

高
校
修
学
旅
行
受
入
（
８
・
９
日
）

▼
市
小
学
校
音
楽
発
表
会
（
15
日
）

▼
第
29
回
吹
上
地
域
合
同
金
婚
式

（
17
日
）
▼
第
14
回
深
固
院
祭
り
（
19

日
）
▼
日
置
地
区
講
演
を
聴
く
会
「
養

老
猛
司
氏
」（
22
日
）
▼
伊
作
流
鏑

馬
奉
納
（
23
日
）
▼
高
山
ふ
る
さ

と
秋
祭
り
（
26
日
）

11
月

第
12
回
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
９
・
10
日
）
▼
第
24
回
い

じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
（
10
日
）
▼
日
置
市
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

（
17
日
）

12
月

伊
集
院
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
開
始
式
（
１
日
）
▼
国
際
サ
ン
ド

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

（
６
日
）
▼
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in

高
山
２
０
０
６
（
11
日
）
▼
北
山

の
火
振
り
（
15
日
）
▼
「
妙
円
寺

詣
り
の
歌
」
暗
唱
大
会
（
21
日
）

▼
第
２
代
「
ミ
ス
ひ
お
き
」
決
定
（
26

日
）
▼
伊
作
太
鼓
踊
り
（
28
日
）

８
月

指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
１
日
）
▼

市
総
合
防
災
訓
練
（
３
日
）
▼
市
秋

季
畜
産
共
進
会
（
７
日
）
▼
伊
集
院

地
域
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
９

日
）
▼
日
置
地
区
講
演
を
聴
く
会
「
白

井
の
り
子
氏
」（
13
日
）
▼
第
10
回

吹
上
青
松
弓
道
大
会
（
23
日
）

９
月

国
際
交
流
員
金
信
愛
さ
ん
着
任
（
１

日
）
▼
諏
訪
之
原
跨
道
橋
開
通
式
（
３

日
）
▼
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
（
９

日
）
▼
吹
上
温
泉
春
祭
り
（
16
日
）

▼
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団

式
（
22
日
）
▼
市
体
育
協
会
設
立

（
28
日
）
▼
平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

大
会
（
30
日
）

４
月

「
渚
の
あ
ま
塩
館
」
オ
ー
プ
ン
（
２

日
）
▼
第
14
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ

り
（
３
日
）
▼
荻
・
伊
勢
神
社
棒
踊

り
奉
納
（
３
日
）
▼
ふ
き
あ
げ
図
書

館
オ
ー
プ
ン
（
11
日
）
▼
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
設
立
総
会
（
12
日
）

▼
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
設
立
（
12

日
）
▼
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
開
講
式
（
13

日
）
▼
日
吉
リ
ョ
ク
チ
ク
「
か
ご
し

ま
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」
再
認
証

（
16
日
）
▼
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式
（
19
日
）
▼
市
誕
生
一

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
等
（
市
花
〝
う
め
〞
市
木

〝
ク
ロ
マ
ツ
〞
お
よ
び
市
民
憲
章
）

を
制
定
（
20
日
）
▼
伊
集
院
健
康

づ
く
り
複
合
施
設
「
ゆ
す
い
ん
」
入

浴
者
数
100
万
人
突
破
（
20
日
）
▼

市
荒
茶
品
評
会
（
24
日
）
▼
上
市

来
中
学
校
体
育
館
完
成
（
29
日
）

５
月

せ
っ
ぺ
と
べ
（
４
日
）
▼
都
市
農
村

交
流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館
４
周
年
記
念

大
感
謝
祭
（
17
日
）

６
月

１
月
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一
月
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で

日
置
市
成
人
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
、
新
成
人
を
迎
え
た
の
は
東

市
来
地
域
百
二
十
人
、
伊
集
院
地
域

二
百
八
十
二
人
、
日
吉
地
域
四
十
七

人
、
吹
上
地
域
七
十
人
の
計
五
百
十

六
人
（
男
二
百
四
十
三
人
・
女
二
百

七
十
三
人
）。
昨
年
よ
り
百
七
十
三

人
少
な
い
新
成
人
で
し
た
。

式
は
、
四
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
十
月

か
ら
準
備
。
当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
天
候
と
な
り

ま
し
た
。
会
場
に
は
振
袖
や
ス
ー
ツ
、

袴
姿
の
晴
れ
や
か
な
新
成
人
が
続
々

と
集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
あ

ち
こ
ち
で
歓
声
が
。

式
典
で
は
宮
路
市
長
が
「
法
律
的

に
も
社
会
的
に
も
貴
重
な
権
利
と
義

務
を
得
た
と
同
時
に
、
国
家
社
会
に

対
し
て
義
務
を
負
い
、
責
任
あ
る
行

動
を
と
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

洋
々
た
る
海
原
に
大
き
な
夢
と
希
望

を
乗
せ
て
船
出
す
る
皆
さ
ん
の
輝
か

し
い
門
出
に
当
た
り
、
将
来
ま
す
ま

す
知
性
と
心
身
を
練
磨
し
、
優
秀
な

若
人
と
し
て
限
り
な
く
伸
び
て
行
か

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
、

議
会
や
各
種
団
体
代
表
者
、
恩
師
、

保
護
者
ら
が
新
成
人
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
実
行
委
員
の
村

上
雄
悟
さ
ん
と
久
保
一
輝
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
（
要
旨
別
掲
）
を
述
べ
、

春
成
晃
樹
さ
ん
（
日
吉
中
卒
）
が
「
私

達
新
成
人
が
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
の
も
地
域
や
学
校
で
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
人
、
そ
し
て
何

よ
り
も
こ
れ
ま
で
優
し
く
見
守
っ
て

く
れ
た
親
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
な
か
な
か
口
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
私
達
一
人
一
人
の
胸
に
は
い
つ

も
『
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
』
で
一

杯
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
『
感
謝
』
と

い
う
言
葉
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、

地
域
や
周
り
の
人
に
感
謝
す
る
姿
勢

を
忘
れ
ず
、
ま
た
、
社
会
規
範
を
大

事
に
し
て
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
つ
と
と
も
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
自

然
と
人
情
味
あ
ふ
れ
る
こ
の
郷
土
を

誇
り
に
、
人
間
と
し
て
一
層
大
き
く

成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

人
生
の
最
も
大
き
な
節
目
と
も
い

え
る
成
人
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
認
識
し
、

郷
土
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
す

る
意
欲
や
自
己
の
向
上
を
目
指
す
機

会
に
と
開
催
さ
れ
る
成
人
式
。
大
人

へ
の
階
段
を
一
段
上
が
っ
た
新
成
人

は
こ
れ
か
ら
社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ

な
が
ら
、
時
代
を
担
う
大
人
へ
と
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

516人が
誓いを胸に

村上　雄悟さん 
（吹上中卒）

久保　一輝さん 
（吹上中卒）

今、私は社会人として働いています。この仕事に就くきっ
かけは、祖父と父がこの仕事をしていたのを幼い頃から見て
きて、祖父や父と一緒に働きたいと思ったからです。しかし、
実際に仕事をしてみると肉体的、精神的に疲れてしまい、学
生の頃に戻りたい、こんな仕事を選ぶのではなかったと考え
たことも少なくありません。
そんな私を支えてくれたのは、同じ職場の先輩方や友人、

家族でした。何も分からない私に仕事のことだけでなくいろ
いろなことを教え、励ましてくれる先輩方、休みの日に一緒
に遊んでくれる友人、いつも私の帰りを待っていてくれる家
族がいたからこそです。社会人になって、自分は１人ではなく、
色々な人たちに支えられながら生きているんだなと身をもっ
て感じることができました。
私のこれからの目標は、祖父や父のような大人になること

です。ひとつひとつの行動に責任を持ち、家族や友人など自
分を支えてくれるすべての人たちを大切にし、自分も周りの
人たちを支えてあげられるような大人になりたいと思います。

現代のこの社会の中、事件や事故で多くの命が奪われてい
ます。この世に誕生した尊い命を大切にし、愛情豊かに育て
ていくためにも、私達、そして大人と呼ばれる若者が、親とい
う立場になっていく上で命の大切さを考えていかなくては
いけないと思います。
人は一人では生きていけないという言葉の通り、私達は今

まで、多くの方々に支えられてここまで成長することが出来
ました。
これから私達は社会の中の多くの人と支え合い、強調しな

ければ何事も成しえないという先人達の教えを学びつつ、自
らの意思を大切にし、人生という長くて険しい道のりを自分
の脚で一歩一歩歩んでいきます。その中で、時には道を間違
えることもあると思います。その時は厳しく、また温かく見
守り正しい道へと導いて下さい。
そして、最後に両親に与えて頂いた素晴らしい命を大切に

し、自分らしく精一杯生きていきます。まだまだ未熟な私達
ですが、これからもどうぞよろしくお願い致します。

▲ 謝辞を述べる春成晃樹さん

▲ オープニングを飾る「吹上青松太鼓」
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成人式の成人式の 舞舞 台台 裏裏

成人式を影で支えてきた実行委員
会（会長 大知佑介さん・伊集院北中卒）。
４地域から選出された新成人の代表
者31人で構成する実行委員会が中心
となって10月から準備が進められま
した。
成人式当日までに２回の打ち合わ

せ会を開き、式典の役割分担や記念品
選定などを話し合い、12月13日には
式典のリハーサルを行いました。
また、委員は地域ごとに分かれ、記

念樹の植樹も行いました。
華やかな成人式の舞台裏では、実行

委員が一つ一つの流れを確認し、人生
の晴れ舞台を成功させようと真剣に
取り組んでいました。
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地方公共団体（都道府県・市町村）が自主的に財源確保を行い、住民にとって真に必要なサービスを自
らの責任でより効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そのものの形で税源移譲が行われます。この
ため、所得税と住民税の税率が次のように変わります。

※ほとんどの方は、平成19年１月分から所得税が減り、その分６月分から住民税が増えることになりま
すが、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。
ただ、実際の負担増減額には定率減税の廃止等による影響があることにご留意ください。

市
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
平
成
十
九
年
度
市
県
民
税
の
申
告
相
談
を
二
月
十
三
日

惜
か
ら
三
月
八
日
斥
ま
で
、
左
表
（
７
頁
）
の
日
程
で
各
公
民
館
等

を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
最
寄
り

の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中
に
申
告
で
き
な
い

人
は
三
月
九
日
昔
か
ら
三
月
十
四
日
戚
ま
で
に
市
役
所
お
よ
び
各
支

所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

◇
申
告
が
必
要
な
人 

・
営
業
、農
業
、不
動
産
等
の
給
与
、公
的
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
人

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
人
や
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人
で
、ど
な
た
の
扶
養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
人

・
他
に
住
所
の
あ
る
人
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人

・
遺
族
、障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

◇
申
告
す
る
必
要
が
な
い
人 

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し
た
人

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・
年
金
収
入
の
み
の
人
で
収
入
が
、百
四
十
八
万
円
以
下
の
人（
た
だ

し
、六
十
五
歳
以
上
の
人
）

◇
申
告
に
持
参
す
る
も
の 

・
印
鑑

・
所
得
額
算
出
に
必
要
な
資
料

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
ハ
ガ
キ
）、

営
業
、農
業
、不
動
産
等
の
収
入
額
や
販
売
額
お
よ
び
必
要
経
費
な

ど
収
支
が
わ
か
る
帳
簿
や
領
収
書
等（
農
業
所
得
に
つ
い
て
も
収
支

計
算
が
原
則
で
す
）

・
控
除
額
算
出
に
必
要
な
資
料

生
命
保
険
料
、共
済
掛
金
等
の
支
払
証
明
書
、社
会
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
額
が
わ
か
る
書
類
、障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、障
害
者
手
帳
等
の
証
明
と
な
る
も
の
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書（
福
祉
事
務
所
が
発
行
）

平成19年から税源移譲により住民税・所得税の税率が変わります。

平成18年度分の確定申告が２月16日から税務署で始まります。
申告期限は３月15日ですが期限間近になると大変混雑しますので、余裕を持って早目に申告してください。

【お問い合わせ先】 
◇所得税等国税関係 伊集院税務署 牲273-2543
◇市 県 民 税 関 係 日置市役所 本 庁 牲273-2111 東市来支所 牲274-2111

日吉支所 牲292-2111 吹上支所 牲296-2111

公的年金のみの収入の人で確定申告が必要な人
および還付を受けられる人を対象に昨年に引き続
き、右表のとおり相談会場を設けますので、必要書
類をご持参のうえ最寄の会場で申告してください。
なお、地区割については班回覧等でお知らせし

ます。

所得税の確定申告は税務署へ

住民税の税率 
課税所得

200万円以下の金額

700万円以下の金額

700万円超の金額

標準税率

市民税

３％

８％

10％

県民税

２％

３％

現 行

課税所得

330万円以下の金額

900万円以下の金額

1,800万円以下の金額

1,800万円超の金額

税率

10％

20％

30％

37％

現 行

課税所得

一 律

標準税率

市民税

６％

合わせて10％

県民税

４％

改正後（平成19年度分の住民税から）

所得税の税率 
課税所得

195万円以下の金額
330万円以下の金額
695万円以下の金額
900万円以下の金額
1,800万円以下の金額
1,800万円超の金額

税率
５％
10％
20％
23％
33％
40％

改正後（平成19年分の所得税から）

※相談時間は午前９時～12時、午後１時～４時です。
※各会場とも大変混雑しますので、時間には余裕を持っておいでください。
※申告は、基本的に納税者ご自身で作成してただき、職員は作成の助言を行う「複数面談方式」による「自
書申告」で行いますので、事前に手引き等を参考に作成をお願いします。

日 吉 地 域
伊 集 院 地 域
東 市 来 地 域
吹 上 地 域

日 程
２／２昔
２／５席～２／７戚
２／８斥～２／９昔
２／８斥～２／９昔

場 所
日吉中央公民館２階ホール
日置市中央公民館大会議室
東市来保健センター
伊作地区公民館

対象地域

※詳細については、班回覧板等でお知らせします。

平成19年度市県民税申告相談日程表 

吹

上

地

域

東

市

来

地

域

月日

２月
13日

２月
14日

２月
15日

２月
16日

２月
19日

２月
20日

２月
21日

２月
22日

２月
23日

曜日

火

水

木

金

月

火

水

木

金

午 前

公民会名

坂元
東本町・西本町
緑ケ丘・窪田
宮坂・南宮内

亀原・花熟里

おろ口

瀬谷

助代

おろ岡・下和田

入来浜・今田

小永吉

原園・上草田

中草田・下草田

松下・七呂
鍋谷・印口

中央

桑木野

尾木場

郷戸

野下

上伊作田・元伊作田
中伊作田

駅前・堀内

上床

中野

美山

田之湯

鉾之原

立和名

北山

場 所
（時間）

伊作地区公民館
（9：00～11：30）
伊作地区公民館
（9：00～11：30）
花熟里自治公民館
（9：00～11：30）

おろ口自治公民館
（9：00～9：50）
瀬谷自治公民館
（10：00～10：50）
助代自治公民館
（11：00～11：40）
和田地区公民館
（9：00～11：30）
吹上地区公民館
（9：00～11：30）
小永吉自治公民館
（9：00～10：00）
原園自治公民館
（10：10～11：30）
下草田自治公民館
（9：00～11：30）
永吉５区公民館
（9：00～11：30）

福祉センター
（9：00～11：30）
桑木野公民館

（9：00～10：00）
尾木場公民館

（10：30～11：30）
郷戸公民館

（9：00～10：00）
野下公民館

（10：20～11：30）
中伊作田公民館
（9：00～11：30）

福祉センター
（9：00～11：30）
上床公民館

（9：00～10：00）
中野公民館

（10：15～11：30）
美山公民館

（9：00～11：30）
福祉センター

（9：00～11：30）
鉾之原公民館

（9：00～10：00）
立和名公民館

（10：30～11：30）
北山公民館

（9：00～11：30）

午 後

公民会名

上中之里
下中之里
北湯之元
南湯之元

東宮内・西宮内
中津
小野浜

小野馬場・小野

上田尻

野首

上与倉

田之尻

永野

高田

山手

柱野

今木場

日添

元湯・向湯田

鑪口

南神之川

宮田

牧之角

場 所
（時間）

伊作地区公民館
（13：30～16：00）
南湯之元自治公民館
（13：30～16：00）
伊作地区公民館
（13：30～16：00）

東

市

来

地

域

月

２月
27日

２月
26日

火

２月
28日 水

３月
１日 木

３月
２日 金

３月
５日 月

３月
６日 火

３月
７日

３月
８日

水

木

３月
９日 金

３月
12日 月

３月
13日 火

３月
14日 水

田代東・西

柿之迫

下養母

田代公民館
（13：30～16：00）
柿之迫公民館

（13：30～16：00）
下養母研修館

（13：30～14：30）

伊

集

院

地

域

大平

丸牧

大平公民館
（9：00～10：00）
丸牧公民館

（10：20～11：20）

坂之上下

皆田東

皆田西

坂之上下公民館
（15：00～16：30）
皆田東公民館

（13：30～15：00）
皆田西公民館

（15：15～16：30）

日

吉

地

域

麓上・麓下
杉之迫

大田下

池田・末永

長里地区公民館
（9：00～11：30）
大田下公民館

（9：00～11：30）
上方限公民館

（9：00～11：30）

古市・城之町上
城之町

久木野々

窪田・四郎園

長里地区公民館
（13：30～16：00）
久木野々公民館
（13：30～16：00）
上方限公民館

（13：30～16：00）

各

地

域

小原・市来
本平・川畑

大田上・大田中

向江町・中央通
銀天通・駅前
麓東・瀬戸内

下方限公民館
（9：00～11：30）
大田中公民館

（9：00～11：30）

伊集院地区
公民館体育館
（伊集院小隣）
（9：00～11：30）

寺脇

郡上

天神馬場・上之馬場
元町・犬之馬場
出樋・城山
荒瀬・小城

寺脇公民館
（13：30～16：00）
郡上公民館

（13：30～16：00）

伊集院地区
公民館体育館
（伊集院小隣）
（13：30～16：00）

清藤

郡下・平古
徳重東

清藤公民館
（9：00～11：30）
日置市中央公民館
（9：00～11：30）

中神殿

郡内・宮脇
立野・中福良

中神殿公民館
（13：30～16：00）
日置市中央公民館
（13：30～16：00）

妙円寺
１区～４区

野田・桑畑

下神殿全区

妙円寺児童館
（9：00～11：30）
野田公民館

（9：00～11：30）
伊集院北地区公民館
（9：00～11：30）

妙円寺
５区～９区

古城

飯牟礼下・腰
善福

妙円寺児童館
（13：30～16：00）
古城公民館

（13：30～16：00）
飯牟礼大下公民館
（13：30～16：00）

朝日ケ丘

上神殿全区

恋之原

朝日ケ丘公民館
（9：00～11：30）
上神殿公民館

（9：00～11：30）
恋之原公民館

（9：00～11：30）

猪鹿倉

飯牟礼上
飯牟礼中

つつじケ丘全区

朝日ケ丘公民館
（13：30～16：00）
飯牟礼上公民館
（13：30～16：00）
つつじケ丘公民館
（13：30～16：00）

下土橋

中川

麦生田西
麦生田東

下土橋公民館
（9：00～11：30）
中川公民館

（9：00～11：30）
麦生田中央公民館
（9：00～11：30）

上土橋

竹之山

麦生田中
麦生田下

上土橋公民館
（13：30～16：00）
竹之山公民館

（13：30～16：00）
麦生田中央公民館
（13：30～16：00）

ニ潟・山田上
山田・山田下

遠矢ヶ原
草東・草西
川口・住吉

山田公民館
（9：00～11：30）

草原公民館
（9：00～11：30）

草見・笠ヶ野
毘沙門
古里東･古里

中牟礼・中牟礼西
上の馬場・堀込
諏訪・鵜狩

笠ヶ野公民館
（13：30～16：00）

諏訪公民館
（13：30～16：00）

下原・古の山
今別府

浜の丸・日新
並松・北原

城の下・中原・寺下
榎園・出来場・西
榎園団地

ウッドタウン日吉

日新小学校体育館
（9：00～11：30）

日吉中央公民館
（２階大ホール）
（9：00～11：30）

新橋・柿の谷
狩谷・旭東
旭西・松ヶ尾

久保園・宮下・八幡
枦木・植木
日置麓・帆北
帆西・帆南
帆東・日置団地

日吉中央公民館
（２階大ホール）
（13：30～16：00）

日吉中央公民館
（２階大ホール）
（13：30～16：00）

吉利麓・新町
向江・尾之上
志賀・内門
熊須

中区公民館
（9：00～11：30）

片町・池上
道上・小園
前屋敷・冷水
松山

南区公民館
（13：30～16：00）

天司・吉野
西山・原口
白井月・鬼丸

上記以外の
申告、確定等

北区公民館
（9：00～11：30）

本庁、各支所

田平・小吹
岩井田・諸正
樗木

上記以外の
申告、確定等

扇尾公民館
（13：30～16：00）

本庁、各支所

小野馬場自治公民館
（13：30～16：00）
上田尻自治公民館
（13：10～14：30）
野首自治公民館
（14：40～16：00）
上与倉自治公民館
（13：10～14：30）
田之尻自治公民館
（14：50～15：30）
永野自治公民館
（15：40～16：30）

高田自治公民館
（13：10～14：00）
山手自治公民館
（14：20～14：50）
柱野自治公民館
（15：10～15：30）
今木場自治公民館
（13：10～13：40）
日添自治公民館
（14：00～15：00）

福祉センター
（13：30～16：00）
鑪口公民館

（13：30～14：15）
南神之川公民館
（14：30～15：30）
宮田公民館

（13：30～14：30）
牧之角公民館

（15：00～16：00）

月日 曜日
午 前

公民会名 場 所
（時間）

午 後

公民会名 場 所
（時間）

芋野

下与倉

藤元

赤仁田

伊作地区公民館
（9：00～11：30）

芋野自治公民館
（9：00～9：40）

下与倉自治公民館
（10：00～11：30）

藤元自治公民館
（9：30～10：30）

赤仁田自治公民館
（10：50～11：40）

ふもと・多宝寺
小牧

上和田
中和田

西原
入来

中田尻自治公民館
（13：30～16：00）

和田地区公民館
（13：30～16：00）

吹上地区公民館
（13：30～16：00）

下田尻
中田尻

新川原・永吉中和田
川久保

梅里下・榎下
梅里・永吉ふもと

浜田後自治公民館
（13：30～16：00）

永吉地区公民館
（13：30～16：00）

永吉地区公民館
（13：30～16：00）

天昌寺・浜田後
浜田中

竜之瀬

平鹿倉

観音河内

坊野地区公民館
（9：00～11：30）

竜之瀬自治公民館
（9：00～10：00）

平鹿倉地区公民館
（10：20～11：00）

自治会長宅
（11：20～11：40）

坊野下・坊野上
田代野

高塚東西

江口・川北
平迫比良

福祉センター
（13：30～16：00）

高塚公民館
（13：00～16：00）

漁村センター
（13：30～16：00）

中央

赤崎

永山

神之川

福祉センター
（9：00～11：30）

赤崎公民館
（9：00～11：30）

神之川公民館
（9：00～10：00）

神之川公民館
（10：20～11：30）

元湯・向湯田

元養母

上野東・西

福祉センター
（13：30～16：00）

元養母公民館
（13：30～16：00）

上野西公民館
（14：00～16：00）

駅前・堀内

荻

福祉センター
（13：30～16：00）

荻公民館
（13：30～16：00）

田之湯

梅木

下養母

田代公民館
（9：00～11：30）

梅木公民館
（9：00～11：30）

下養母研修館
（9：00～11：30）

田代東・西

年金受給者の確定申告書記載相談のご案内
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

▲ 雷雨による競技中止でも残って釣りを楽しむ人も！

▲ 野下「かずら工芸」ではかご作りに挑戦！

▲ ひょっとこ踊りで会場は笑いの渦に…

▲ 尾木場の棚田でメダカを鑑賞

▲ 地元婦人会がフラダンスを披露

▲ メイン会場で行われた「丸太切り競争」

▲ 桑木野では竹炭作りも学びました▲ メイン会場「餅つき」

十
一
月
二
十
六
日
、
東
市
来
養
母

の
高
山
地
区
で
、
高
山
ふ
る
さ
と
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
風
雨
が
激
し
く
、

開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
内

外
か
ら
一
千
人
ほ
ど
が
訪
れ
、
晩
秋

の
高
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
地
区
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進

行
し
て
お
り
、
こ
の
秋
ま
つ
り
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
、
地
域
に
残
る
豊

か
な
自
然
や
歴
史
を
生
か
し
た
体
験

型
の
祭
り
と
し
て
始
め
、
今
年
で
五

回
目
。
参
加
者
は
、
野
下
自
治
会
で

の
か
ず
ら
工
芸
、
尾
木
場
自
治
会
の

棚
田
で
泳
ぐ｢
め
だ
か｣

の
鑑
賞
・

散
策
、桑
木
野
自
治
会
で
の
竹
炭
・
竹

細
工
作
り
、メ
イ
ン
会
場
の
高
山
交

流
セ
ン
タ
ー
で
の
餅
つ
き
・
丸
太
切

り
競
争
を
思
い
思
い
に
楽
し
み
、地

元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
で
は
、
い

ち
き
串
木
野
市
の
同
好
会
の
皆
さ
ん

が
、｢

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り｣

、
地

元
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の｢

フ
ラ
ダ
ン

ス｣

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
豚
汁
や
棚
田
米
で
作
っ
た

お
に
ぎ
り
、
白
菜
、
大
根
な
ど
の
新

鮮
な
農
産
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。！

保
育
園
児
と
小
学
一
年
生
が
共
に
学
ぶ

「
日
置
市
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
」研
究
発
表
会

悪天候にもかかわらず
１千人が『晩秋の高山』を満喫！

高山ふるさと秋まつり

保
育
園
の
年
長
児
と
小
学
一
年
生

が
共
に
学
び
、
幼
児
教
育
の
充
実
を

図
ろ
う
と｢

日
置
市
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
事
業｣

研
究
発
表
会
が
、
十
二

月
八
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
が
文
部
科
学
省

か
ら
指
定
を
受
け
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
二
カ
年
に
わ
た
り
実
施
。
園
児
・

児
童
ら
は
、
保
育
士
と
教
諭
の
指
導

の
も
と
、
遊
び
を
交
え
な
が
ら
協
調

性
や
学
習
に
対
す
る
積
極
性
を
養
い

ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
市
幼
児
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
保
幼
小
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
高
橋
信
夫
先
生
、
鶴
丸
小
学
校
の

尾
増
聡
子
教
諭
、
鶴
城

寺
保
育
園
の
有
馬
ユ
キ

保
育
士
の
研
究
発
表
や

保
護
者
を
交
え
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
保

育
園
か
ら
小
学
校
へ
入

学
し
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
精
神
的
な
ケ
ア
の
大

切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
幼
児
教
育

の
充
実
へ
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
東
京
成
徳
大

学
助
教
授
の
神
長
美
津

子
先
生
の
講
演
が
あ
り
、

有
意
義
な
研
究
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲ 全体会での研究発表

意
見
交
換
で
は
会
場
か
ら
も
積
極
的
に
参
加

▲

十
二
月
九
日
、
東
市
来
図
書

館
で
、
こ
け
け
お
は
な
し
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
幼
児
や
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
四
十
二

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

里
之
園
亜
希
さ
ん
（
中
央
自

治
会
）
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
音

色
に
合
わ
せ
て
「
マ
ッ
チ
う
り

の
少
女
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行

う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を

輝
か
せ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、「
ポ
ウ
さ
ん
の
雪
だ

る
ま
」
な
ど
の
映
画
上
映
で
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

親
子
で

絵
本
と
映
画
を
楽
し
む
！

こ
け
け
お
は
な
し
会
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せください

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

第
二
十
四
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ

ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
十
二
月

十
日
、伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
、二
千
四
十
一
人
の
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

市
内
参
加
者
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略

３
位
ま

で
）

◇
2
㌔
コ
ー
ス 

一
般
女
子

１
位

富
奥
裕
子

フ
ァ
ミ
リ
ー

１
位

上
吹
越
フ
ァ
ミ
リ
ー

◇
3
㌔
コ
ー
ス

一
般
男
子

１
位

木
場
慎
二

２
位

元
山
哲
郎

◇
4
㌔
コ
ー
ス

中
学
生
男
子

１
位

有
村
優
樹

２
位

藤
脇
孝
哉

３
位

山
下
大
貴

◇
5
㌔
コ
ー
ス

高
校
生
男
子

２
位

栗
尾
明
里
紀

59
歳
以
下
男
子

１
位

柿
内
和
浩

60
歳
以
上
男
子

２
位

本
村
敏
英

39
歳
以
下
女
子

２
位

野
崎

香

59
歳
以
下
女
子

１
位

富
奥
裕
子

３
位

入
木
田
奈
穂
美

◇
10
㌔
の
部

レ
ー
サ
ー

１
位

川
口
陽
平

２
位

小
園
勇
作

３
位

冨
迫
俊
佑

高
校
生
男
子

１
位

下
野
青
海

２
位

早
馬

仁

３
位

中
増
翔
太

十
二
月
九
日
か
ら
十
日
ま
で
の
二

日
間
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
「
ま

る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。農

業
や
商
工
業
な
ど
、
各
産
業
に

か
か
わ
る
人
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
が
一
堂
に
集
ま
り
、
伊
集
院
地
域

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
十
二
回
目

を
数
え
ま
す
。

会
場
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
農
産
物

や
加
工
品
な
ど
の
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
は
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、
一
万
人
に
振

舞
わ
れ
る
恒
例
の
伊
集
院
鍋
も
大
盛

況
で
し
た
。

九
日
の
午
後
か
ら
は
、
あ
い
に
く

の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

を
変
更
す
る
な
ど
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
踊
り
や
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
も
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

24th
UME
24th
UME Marathon

Jogging
Marathon
Jogging

伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
献
金
活
動

交
通
遺
児
へ
献
金

十
二
月
九
、
十
日
に
開
催
さ
れ
た

「
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
交
通
遺
児
へ
の
献
金
活
動
が

実
施
さ
れ
、
二
日
間
で
四
万
八
千
七

百
六
十
円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。十

二
月
十
三
日
、
寄
せ
ら
れ
た
献

金
は
末
永
義
弘
実
行
委
員
長
か
ら
定

信
彦
日
置
警
察
署
長
へ
「
交
通
事
故

は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
身
近
な
問

題
。
不
幸
に
も
親
を
亡
く
さ
れ
た
方

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、
蹟
鹿
児
島
県
交
通

被
災
者
た
す
け
あ
い
協
会
に
献
金
さ

れ
ま
し
た
。

第
十
四
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
十
二
月
十
七
日
、

伊
集
院
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

演
奏
会
は
四
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
は
賛
助
出
演
と
し
て
、
伊

集
院
北
中
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
導
者
を

代
表
し
て
、
原
口
信
広
先
生
が
「
演

奏
会
と
い
う
も
の
は
ス
テ
ー
ジ
上
だ

け
で
な
く
、
会
場
全
体
で
盛
り
上
げ

る
も
の
。
こ
の
演
奏
会
を
も
っ
と
市

民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
観
客
と

共
に
す
ば
ら
し
い
演
奏
会
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

た
く
さ
ん
の
観
客
が
訪
れ
、
会
場
を

包
み
込
む
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
演
奏

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
賛
助
出
演
の
伊
集
院
北
中
学
校
の
演
奏

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
観
客
は
皆
、聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た

▲

▲ オーケストラ指導者の
原口信広先生



����� �����	
 ������� �����	
��

日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

扇
尾
小
・
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

サ
ン
タ
が
や
っ
て
き
た
！

せ
っ
ぺ
と
べ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

地
域
防
犯
に
期
待
！

冬
休
み
を
目
前
に
し
た
十
二
月
二

十
一
日
、
学
校
で
最
後
の
給
食
の
日

に
扇
尾
小
学
校
で
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

校
内
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
は
、
こ

の
日
の
た
め
に
特
に
思
い
を
込
め
た

給
食
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
そ
の
横

に
は
子
ど
も
達
が
願
い
ご
と
を
込
め

て
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
結

ん
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
綺

麗
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

給
食
の
時
間
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
と
子
ど
も
達
が
さ
っ
そ
く

集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
給
食
委
員
が

先
生
と
共
に
料
理
の
配
膳
を
し
、
諸

正
奈
々
さ
ん
、
河
野
や
よ
い
さ
ん
、

伊
地
知
茜
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、

み
ん
な
で
「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
」
を
歌
い
、
楽
し
い
バ

イ
キ
ン
グ
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
給
食
を
そ
れ
ぞ
れ

皿
に
取
り
楽
し
く
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
と
到
着
が
遅
れ
て
い
る
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
話
題
に
な
り
、
話

を
聞
い
て
い
た
校
長
先
生
が
「
サ
ン
・

サ
ン
・
サ
ン
・
サ
ン
タ
」
と
言
い
な

が
ら
、
サ
ン
タ
さ
ん
へ
電
話
を
し
た

と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
た
ら
何
と
本

当
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
「
ト
ナ
カ
イ
は
？
」

「
本
当
に
サ
ン
タ
さ
ん
？
」
な
ど
と

次
々
に
質
問
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

せ
っ
ぺ
と
べ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
結
成
式
お
よ
び
出
発
式
が
十
二
月

二
十
二
日
、
日
置
警
察
署
や
各
自
治

会
長
、
学
校
関
係
者
な
ど
関
係
者
約

五
十
人
が
参
加
し
日
吉
支
所
駐
車
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
日
置
警
察
署
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
結
成
さ
れ
た
「
せ
っ
ぺ
と
べ

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」（
田
代
幸
次

隊
長
以
下
八
人
）
は
、
全
国
的
な
住

民
に
よ
る
防
犯
活
動
の
高
ま
り
を
受

け
、
日
吉
地
域
の
犯
罪
の
未
然
防
止
・

青
少
年
の
健
全
育
成
・
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
な
ど
を
目
的
に
、
防
犯
活

動
を
行
う
も
の
で
、
青
色
回
転
灯
を

点
け
な
が
ら
地
域
を
巡
回
し
ま
す
。

今
回
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結

成
に
あ
た
り
、
巡
回
す
る
自

動
車
に
装
着
す
る
青
色
回
転

灯
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
な

ど
、
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
の
購

入
資
金
を
日
吉
町
商
工
会
が

助
成
（
防
犯
街
路
灯
運
営
管

理
事
業
費
）。
こ
の
事
業
費

の
一
部
は
、
地
域
内
に
立
地

す
る
小
正
醸
造
㈱
・
メ
テ
ッ

ク
九
州
㈱
の
二
社
が
街
路
・

防
犯
灯
の
設
置
費
や
電
気
代

等
の
維
持
管
理
費
に
、
昭
和

四
十
五
年
か
ら
毎
年
商
工
会

に
寄
付
し
て
い
る
資
金
か
ら

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域産業祭・農業祭を開催
各会場は多くの人でにぎわいました！

南区自治公民館で行われた「南区祭り」は、

野菜品評会での益金や村づくり事業で取り組ん

でいる甘しょの収益金をもとに祭りを開催。

祭りでは、子ども会によるバザーや女性部・

青壮年部による豚汁・うどん・そば・わたあめ・

焼き鳥コーナーもにぎわい、地元住民が楽しみ

のビンゴゲームやお楽しみ抽選会では一喜一憂

しながら盛り上がっていました。

昨年５月に完成した真新しい北区自治公民館
で開催された「第１回北区産業祭」は、これま
での「やさい品評会」から名称を変更したもので、
地元住民が丹精こめて育てた野菜が数多く集ま
り品評会が行われました。
この品評会の後は恒例となっている“出品野

菜のセリ”。新鮮で安心安全と市価より安い値段
で次々と競り落とされ、また、村づくり事業で
取り組んでいる大豆の販売とその大豆を100%
使用した手作り豆腐も人気を呼び、会場は終日
にぎわいを見せていました。

ＪＡ農業祭が開催され、会場となったＡコー
プ日吉店駐車場では、芸能発表や日吉農業きば
ろ会など地域の方々の出店などがあり、終日多
くの来場者でにぎわいました。
当日はあいにくの雨模様、会場内に設けられ

た特設ステージでは日置小ダンス同好会「エンジェ
ルガール」によるダンスや少林寺流錬心舘の日
置地区支部による演武など予定していた各種団
体の演芸も披露され、来場者を楽しませました。

中区自治公民館では、野菜品評会を始め、婦
人会や子ども会、吉利保育園児の芸能発表、鹿
児島大学生で田舎暮らしをしたいと単身で地元
に住む木山さんとその友人によるギターの弾き
語り、第11回日吉よかとこい写真コンテストの
審査発表など恒例の中区祭りが行われました。
また、女性部や青壮年部による、うどん・森

護川団子・わたあめ・甘酒・焼き鳥・おもちな
どのお店が出て、買い求める客などで終日にぎ
わいました。
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▲ バイキング給食を楽しむ児童

▲ サンタさんからのプレゼントに喜ぶ児童

活動に取り組む８人の隊員（写真上）とパトロールカー（写
真左）

明日の日吉を語る会が11月28日、日吉
中央公民館で地域内の各種団体（自治会・
高齢者クラブ・各種女性団体・４Ｈクラブ・
ＰＴＡ）から約80人が参加し開催されまし
た。
この語る会は、日吉各種女性団体連絡協

議会が初めて主催したもので、合併から一
年経過し行政区域も大きくなったことか
ら日吉地域選出の３人の市議会議員を交
え地域内外の現状など様々なことを語ろ
うと、各種団体に呼びかけ実施したものです。
会では、３市議の地元に対する思いと市

政への取組みについて話しがあった後、参
加者との意見交換が行われました。その中で、
「日吉は他の地域よりも元気がないのでは？」
との参加者からの意見に対し、同じ参加者
で４Ｈクラブ会員から「日吉は恵まれてい
る所。もっと日吉に住む若い人から高齢者
までが、組織を通じてお互い手を取り合っ
て元気でがんばる事が大事」と頼もしい意
見や他にも向上的な意見が出され、予定さ
れた時間が足りないほどの有意義な会と
なりました。

「明日の日吉を語る会」が開催されました！ 

▲ 会場となった「日吉中央公民館大ホール」
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

参加者に大きな示唆
県PTA活動研究委嘱公開

日
置
、
い
ち
き
串
木
野
両
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
ら
六
百

人
が
参
加
し
て
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開
と
日

置
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
父
・
か
え
る
」
が
十
二
月
二
日
、

吹
上
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
年
ぶ
り
に
吹
上
で
開
催
さ
れ
た
大
会
は
『
心
豊
か

で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
子
ど
も
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
』
が
研
究
主
題
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
永
吉
小
が
「
お
や
じ
会
」、
伊
作
小
が
「
一

人
一
役
」、
吹
上
中
が
「
食
育
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
や
今
後
の
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。
子

ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
積
極
的
な
実
践
事
例
は
、

参
加
者
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
ま
し
た
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
と
学
校
、
そ
し
て
地
域
の
連
携
が
叫
ば
れ

る
現
在
、
子
育
て
集
団
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義

は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
月
に
開
催
さ
れ
た
山
神
の
響
炎

を
観
覧
し
た
県
外
の
篤
志
家
が
寄
付

し
た
も
の
。
手
す
り
は
三
段
に
わ
た

り
設
置
。
利
便
性
の
高
ま
っ
た
山
神

の
郷
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

深
谷
商
業
高
校
の
女
子
生
徒
二
十

二
人
が
塩
づ
く
り
を
体
験
。海
の
な
い

ま
ち
か
ら
来
た
高
校
生
は
、潮
の
香
り

と
塩
の
結
晶
、そ
し
て
暖
か
い
鹿
児
島

弁
に
感
動
し
た
と
話
し
ま
し
た
。

山神の郷に手すり設置

埼玉の高校生、修学旅行で来訪（12/7）

ス
パ
イ
シ
ー
な
食
文
化
を
体
験

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
教
室

マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
を
味
覚
で
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
交
流

実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
十
二
月
三

日
、
料
理
教
室
が
吹
上
中
央
公
民
館

で
あ
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ミ
ー
ジ
ャ
ワ
（
カ
レ
ー

麺
）
や
タ
ゥ
フ
ス
ン
バ
（
豆
腐
包
み

揚
げ
）
な
ど
四
品
。
国
際
交
流
員
の

ザ
カ
リ
ア
さ
ん
や
研
修
生
を
講
師
に
、

独
特
の
調
味
料
を
使
っ
た
ス
パ
イ
シ
ー

料
理
に
挑
戦
。
試
食
で
は
異
国
の
食

事
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

学習・研究成果で地域と交流
県立農業大学校で「農大祭」

和
田
に
移
転
開
校
し
て
以
来
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
農
大
祭
」
が
十
二
月
十
六
日
、
鹿
児
島
県
立
農
業
大

学
校
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
四
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
は
、
学
習
、
研
究
成
果
の
紹
介
や
販
売
を
通
じ

て
地
域
と
の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
今
年
は
「
食

べ
て
お
い
し
い
、
見
て
楽
し
い
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
そ

こ
に
あ
る
」
が
テ
ー
マ
。

十
時
の
開
場
と
同
時
に
、
即
売
会
場
は
お
目
当
て
の

農
畜
産
物
を
買
い
求
め
る
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
農
大
産
黒
毛
和
牛
は
二
時
間
待
ち
。
購
入
個
数

が
制
限
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。「
十
日
前
か
ら
備

え
た
」
と
い
う
花
類
も
売
り
切
れ
続
出
。
学
生
の
模
擬

店
に
も
人
垣
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
公
開
デ
ー
」
も
同
時

に
開
か
れ
、
来
場
者
は
、
施
設
を
見
学
し
た
り
、
職
員

に
栽
培
法
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

人材育成事業で先進地に学ぶ
下与倉自治会が鹿屋市柳谷町内会を視察

「
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
住
民

総
出
の
生
産
活
動
を
通
し
て
、
過
疎
高
齢
化
対
策
に
立

ち
上
が
っ
て
い
る
鹿
屋
市
柳
谷
町
内
会
に
学
ぼ
う
と
十

二
月
三
日
、
下
与
倉
自
治
会
役
員
ら
二
十
五
人
が
先
進

地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
豊
重
哲
郎
会
長
自
ら
が
案
内
、
家
畜
ふ
ん

尿
の
無
臭
化
に
取
り
組
も
う
と
着
目
し
た
土
着
菌
に
つ

い
て
熱
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
菌
を
利
用
し

た
有
機
肥
料
を
使
い
栽
培
し
た
カ
ラ
イ
モ
を
原
料
に
、

独
自
商
標
焼
酎
「
や
ね
だ
ん
」
を
販
売
す
る
な
ど
、
自

主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
住
民
の
協
働
と
感
動
し
か
な
い
」
と
豊
重
さ
ん
。

地
域
ぐ
る
み
で
知
恵
を
絞
り
、
参
加
意
識
を
高
め
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
日
置
市
人
材
育
成
研
修
事
業
補
助
金

を
利
用
し
て
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
つ
な
が
る
助
け
合
い
活
動

更
生
保
護
女
性
会
歳
末
助
け
合
い

吹
上
町
更
生
保
護
女
性
会
が
こ
の

ほ
ど
、
歳
末
助
け
合
い
と
し
て
刑
務

所
や
福
祉
施
設
に
タ
オ
ル
や
軍
手
な

ど
生
活
必
需
品
を
贈
り
ま
し
た
。

品
物
は
金
融
機
関
や
団
体
、
個
人

な
ど
か
ら
届
け
ら
れ
た
善
意
。
会
員

は
心
を
込
め
て
仕
分
け
、
関
係
施
設

へ
発
送
し
ま
し
た
。

後
日
届
い
た
お
礼
状
に
は
「
歳
末

の
寒
気
を
払
っ
て
元
気
よ
く
顔
を

拭
い
し

タ
オ
ル
の
温
も
り
」
の
一

句
。
歳
末
に
心
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。

猪
の
ご
と
く
威
勢
よ
く

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち

吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
の
新

春
恒
例
行
事
と
な
っ
た
初
打
ち
が
一

月
一
日
、
久
多
島
神
社
境
内
で
あ
り

ま
し
た
。

太
鼓
の
響
き
で
猪
年
の
威
勢
の
い

い
新
年
を
迎
え
よ
う
と
、
早
朝
に
も

関
わ
ら
ず
、
初
詣
客
ら
が
大
勢
詰
め

掛
け
ま
し
た
。

「
元
気
を
あ
り
が
と
う
」「
一
年
が

ん
ば
る
ね
」。
観
覧
者
は
力
み
な
ぎ

る
演
奏
に
一
年
の
鋭
気
を
も
ら
い
、

感
謝
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

カルタに学ぶいにしえの道
小学生「日新いろは歌」カルタ取り大会

第
二
回
吹
上
地
域
小
学
生
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
カ

ル
タ
取
り
大
会
が
十
二
月
九
日
、
吹
上
砂
丘
荘
で
開
か

れ
、
地
域
内
四
つ
の
小
学
校
か
ら
三
十
九
人
が
参
加
し
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

大
会
は
二
学
年
ず
つ
で
対
戦
。
予
選
二
回
と
順
位
決

定
戦
ま
で
、
三
試
合
で
競
わ
れ
ま
し
た
。「
い
に
し
え

の
…
」。
詠
み
人
の
声
を
聞
き
も
ら
す
ま
い
と
い
う
静

寂
を
破
い
て
、
畳
を
叩
く
音
だ
け
が
響
き
ま
し
た
。

伊
作
城
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
新
公
が
、
四
十
七
首
に

託
し
た
教
え
は
、
四
六
〇
年
経
っ
た
現
代
に
も
息
づ
い

て
い
ま
す
。
上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
、
二
年
生
】
①
舞
田
翼
（
和
田
）
②
脇
芳
和
（
花

田
）
③
下
野
陽
（
永
吉
）【
三
、
四
年
生
】
①
脇
恵
美

（
花
田
）
②
小
永
吉
健
太
（
花
田
）
③
本
田
瑞
葵
（
永

吉
）【
五
、
六
年
生
】
①
大
迫
佳
奈
（
花
田
）
②
大
迫

唯
那
（
花
田
）
③
田
代
希
生
（
花
田
）



新
料
金
は
、
四
月
以
降
実
際
に
使

用
し
た
五
・
六
月
分
か
ら
適
用
さ
れ
、

七
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
は
、

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
と
同
様
に
、

調
整
の
た
め
毎
年
料
金
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
の
水
道
利
用
者
の
う
ち
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
最
小
口
径
の
十
三
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
設
置
者
は
、
市
全
体
の

九
五
㌫
で
、
残
り
の
五
㌫
（
一
、
〇

六
〇
件
）
は
口
径
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
設
置
者
で
す
。

今
後
は
、
口
径
別
基
本
料
金
制
で

な
か
っ
た
三
地
域
（
東
市
来
・
日
吉
・

吹
上
）
の
水
道
メ
ー
タ
ー
口
径
が
二

十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
設
置
者
に

と
っ
て
は
、
大
き
い
口
径
ほ
ど
基
本

料
金
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
口
径
を
維
持
す
る
必
要

が
な
い
場
合
は
、
小
さ
な
口
径
の
メ
ー

タ
ー
へ
申
請
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
変
更

に
係
る
工
事
費
や
申
請
・
検
査
手
数

料
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
メ
ー

タ
ー
の
口
径
は
、
検
針
時
の
お
知
ら

せ
票
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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水
道
事
業
は
、
合
併
協
議
の
中
で

合
併
後
五
年
以
内
に
統
一
し
た
料
金

設
定
を
行
い
段
階
的
に
調
整
し
て
い

く
こ
と
や
全
て
の
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
を
適
用
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
新
市
と
な
っ
て
か
ら
、
各
旧
町
の

水
道
事
業
の
分
析
を
実
施
し
な
が
ら
、

水
道
事
業
運
営
審
議
会
等
で
料
金
改

定
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

水
道
料
金
は
「
効
率
的
な
経
営
の

も
と
適
正
な
原
価
に
照
ら
し
、
公
正

妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
原
則
を
踏
ま
え
、
隔
月
納
付

や
委
託
事
業
の
見
直
し
、
人
件
費
の

削
減
な
ど
、
よ
り
一
層
の
経
費
節
減

を
行
う
な
ど
、
原
価
の
抑
制
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
定
す
る
理
由
と
し
て
は
、
料
金

統
一
の
必
要
性
や
減
価
償
却
費
・
企

業
債
償
還
金
の
財
源
確
保
の
他
に
、

こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
同
一
料
金

で
事
業
運
営
を
行
い
、
利
用
者
の
負

担
増
を
回
避
し
て
き
た
こ
と
も
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

今
回
の
改
定
の
た
め
の
料
金
算
定

期
間
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十

三
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
人
件
費
・

企
業
債
償
還
金
・
減
価
償
却
費
・
電

気
料
、
修
繕
改
修
費
な
ど
、
全
て
の

経
費
を
見
込
み
算
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
留

保
財
源
を
取
崩
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
く
こ
と
や
使
用
料
金
を
四
年
間
で

段
階
的
に
引
き
上
げ
調
整
を
す
る
な

ど
、
利
用
者
の
負
担
増
の
軽
減
も
考

慮
し
ま
し
た
。

水
道
は
利
用
者
皆
さ
ん
の
水
道
で

あ
り
、
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と

財
政
基
盤
の
確
立
の
も
と
、
安
全
で

安
心
し
て
飲
め
る
水
の
安
定
供
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
料
金
改

定
と
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
定
さ
れ
る
水
道
料
金
の
推
移
を

一
カ
月
二
十
四
杉
（
一
般
家
庭
で
の

平
均
的
使
用
量
）
使
用
し
た
場
合
で

見
て
み
る
と
（
下
表
参
照
）、
消
費

税
込
み
で
二
千
九
百
六
十
円
（
平
成

二
十
二
年
度
）
と
な
り
、
最
も
上
昇

率
が
高
く
な
る
の
は
吹
上
地
域
で
、

一
九
・
八
㌫
（
四
百
九
十
円
）
と
な

り
ま
す
。
全
市
平
均
で
も
、
約
一
四

㌫
の
改
定
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら

日
置
市
水
道
事
業
に
日
吉
・
吹
上
地

域
の
簡
易
水
道
事
業
を
統
合
し
て
、

市
内
全
て
の
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
を
適
用
し
、
水
道
の
使
用
料

金
に
よ
り
事
業
を
経
営
す
る
独
立
採

算
の
原
則
の
も
と
で
、
事
業
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
計
方
式
を
統
合
す
る
ま
で

は
、
旧
伊
集
院
町
と
旧
東
市
来
町
の

水
道
事
業
は
「
企
業
会
計
」
の
も
と

で
資
産
の
減
価
償
却
を
行
い
留
保
資

金
と
し
て
確
保
し
、
施
設
改
良
な
ど

の
資
金
と
し
て
活
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
旧
日
吉
町
と
旧
吹
上
町
の
場
合

は
「
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
」
と

し
て
事
業
を
運
営
し
、
施
設
整
備
な

ど
に
不
足
す
る
財
源
は
企
業
債
（
借

入
金
）
ま
た
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、会
計
方
式
を「
企
業
会
計
」

と
し
て
統
一
し
た
こ
と
か
ら
、減
価

償
却
費
や
企
業
債
償
還
金
の
財
源
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、日
置
市
内
の

水
道
料
金
の
地
域
格
差
を
是
正
す
る

た
め
、水
道
料
金
を
見
直
し
、次
の
と

お
り
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
4
月
分
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
 

平
成
22
年
度
か
ら
市
内
全
域
で
同
一
料
金
に
！
 

料
金
改
定
の
考
え
方 

水
道
事
業
の
料
金
体
系
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
内
で
も
約
七
割
と
多

く
の
事
業
者
が
「
口
径
別
基
本
料
金
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
市
水
道
事
業

に
お
い
て
も
こ
の
料
金
体
系
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
市
来
・
日
吉
・
吹

上
の
三
地
域
で
は
単
一
基
本
料
金
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
口
径
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
流
量
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
口
径
ご
と
の
基

本
料
金
を
設
定
し
て
い
た
伊
集
院
地

域
の
基
本
料
金
を
も
と
に
、
さ
ら
に

流
量
の
見
直
し
や
近
隣
市
町
と
の
比

較
を
行
い
、
口
径
別
基
本
料
金
を
設

定
し
ま
し
た
。

な
お
、
水
道
料
金
は
、
従
来
ど
お

り
基
本
料
金
と
従
量
料
金
（
使
用
水

量
に
応
じ
て
負
担
し
て
も
ら
う
料
金
）

を
収
め
て
い
た
だ
く
「
二
部
料
金
制
」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吹
上
地
域
の
『
坊
野
地
区

営
農
用
』
も
調
整
を
行
い
、
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
同
一
料
金
と
な
り
ま

す
。

各
旧
町
の
従
量
料
金
を
も
と
に
、

改
定
率
が
で
き
る
だ
け
高
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
近
隣
市
町
の
料
金

水
準
も
参
考
に
し
て
、
必
要
な
財
源

を
確
保
で
き
る
も
の
と
し
て
一
杉
当

た
り
七
十
円
か
ら
と
し
ま
し
た
。

一
カ
月
に
五
千
杉
を
超
え
る
大
量

使
用
部
分
は
、
大
幅
な
負
担
増
と
な

る
こ
と
か
ら
一
杉
当
た
り
十
円
減
額

し
、
百
三
十
円
と
設
定
し
ま
し
た
。

本
庁
・
各
支
所
の
水
道
担
当
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
本
　
　
　
庁

水
道
課

◇
東
市
来
支
所

水
道
課

◇
日
吉
支
所

土
木
建
設
課

◇
吹
上
支
所

土
木
建
設
課

料
金
体
系 

従
量
料
金 

お
問
い
合
わ
せ
先 

新
料
金
の
推
移 

改
定
料
金
の
適
用 

口
径
変
更
が
で
き
ま
す 

１カ月24杉（一般家庭の平均的使用料）使用した場合の水道料金の推移
（水道メーター口径13㎜、消費税込み）

東市来

伊集院

日 吉

吹 上

現 行

2,820円

2,650円

2,620円

2,470円

19年度

2,850円

2,720円

2,690円

2,580円

20年度

2,890円

2,800円

2,790円

2,710円

21年度

2,920円

2,860円

2,860円

2,820円

22年度

2,960円

現行料金
との差額

140円

310円

340円

490円

増加率

5.0％

11.7％

13.0％

19.8％

地 域

市水道料金改定表〔年次別調整額〕

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

従量区分

５杉までの分

５杉を超え
10杉までの分

10杉を超え
20杉までの分

20杉を超え
30杉までの分

30杉を超え
40杉までの分

40杉を超え
5,000杉まで
の分

5,000杉を
超える分

年 度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度

年 度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度
現 行
19年度
20年度
21年度
22年度

東市来地域
550
562
575
587

600
550
625
700
775

850
550
675
800
925

1,050
550
887
1,225
1,562

1,900
550
1,137
1,725
2,312

2,900
550
1,762
2,975
4,187

5,400
550
3,112
5,675
8,237

10,800
550
4,787
9,025
13,262

17,500

東市来地域
60
62
65
67

70
80
77
75
72

70
100
100
100
100

100
110
115
120
125

130
110
117
125
132

140
120
125
130
135

140
120
125
130
130

130

伊集院地域
500
525
550
575

750
775
800
825

1,000
1,012
1,025
1,037

－
1,225
1,450
1,675

2,200
2,375
2,550
2,725

4,300
4,575
4,850
5,125

8,700
9,225
9,750
10,275

17,500
17,500
17,500
17,500

伊集院地域
60
62
65
67

60
62
65
67

95
96
97
98

120
122
125
127

130
132
135
137

130
132
135
137

130
130
130
130

日吉地域
550
562
575
587

550
625
700
775

550
675
800
925

550
887
1,225
1,562

550
1,137
1,725
2,312

550
1,762
2,975
4,187

550
3,112
5,675
8,237

550
4,787
9,025
13,262

日吉地域
60
62
65
67

70
70
70
70

90
92
95
97

100
107
115
122

100
110
120
130

100
110
120
130

100
110
120
130

吹上地域
420
465
510
555

420
527
635
742

420
577
735
892

420
790
1,160
1,530

420
1,040
1,660
2,280

420
1,665
2,910
4,155

420
3,015
5,610
8,205

420
4,690
8,960
13,230

吹上地域
60
62
65
67

60
62
65
67

90
92
95
97

110
115
120
125

110
117
125
132

110
117
125
132

110
117
125
130

口径区分

※吹上地域の坊野地区営農用は、関係者に別途料金表を配布します。

１．基本料金（消費税別） （単位：円）

２．従量料金（消費税別） （単位：円／使用水量１杉につき）
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▲点線に沿って切り取ってください。

市
で
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら

下
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る

た
め
、
下
水
道
使
用
料
を
次
の
と
お

り
改
定
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
生
活
環
境
を
改
善
し
、

河
川
や
海
な
ど
の
水
質
を
保
全
、
健

全
な
水
環
境
を
守
る
重
要
な
生
活
基

盤
施
設
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
必

要
な
費
用
の
う
ち
、
汚
水
処
理
に
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
受

益
者
負
担
と
し
て
下
水
道
使
用
料
で

賄
う
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
は
供
用
開

始
か
ら
す
で
に
十
八
年
が
経
過
し
、

終
末
処
理
場
の
機
械
設
備
等
の
耐
用

年
数
到
来
に
よ
る
更
新
時
期
を
控
え
、

今
後
の
維
持
管
理
費
用
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
費
用

を
使
用
料
だ
け
で
全
て
賄
う
の
は
難

し
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
不
足
分

に
つ
い
て
は
市
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
頼
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に

お
い
て
、
一
般
会
計
に
お
け
る
経
費

負
担
は
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
他
の

一
般
行
政
施
策
に
も
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
下
水
道

事
業
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
等
で
現
状

分
析
を
行
い
な
が
ら
使
用
料
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
改

定
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
事
業
を
開

始
し
て
か
ら
消
費
税
関
係
に
よ
る
改

定
を
除
き
、
初
め
て
の
見
直
し
と
な

り
ま
す
。

今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
効
率
的

運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

市
民
の
皆
様
の
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
料
金
は
、
四
月
以
降
実
際
に
使

用
し
た
五
・
六
月
分
か
ら
適
用
さ
れ
、

七
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

料
金
改
定
な
ど
下
水
道
に
関
す
る

こ
と
は
、
本
庁
下
水
道
課
（
内
線
一

二
九
六
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

改
定
料
金
の
適
用 

お
問
い
合
わ
せ 

が

平成19年4月から適用

下水道料金
!!改定されます

使用料改定料金表 
（単位：円、消費税別）

一般汚水

公衆浴場
汚 水

区 分

基本料金

従量料金
（１杉につき）

基本料金

従量料金

汚 水 量

（☆注１）

10杉までの分

10杉を超え
20杉までの分

20杉を超え
30杉までの分

30杉を超え
40杉までの分

40杉を超え
50杉までの分

50杉を超え
100杉までの分

100杉を超える分

10杉までの分

10杉を超える分
（１杉につき）

現行料金

800

－

80

90

100

110

115

120

800

10

改定料金

800

20

100

110

125

135

140

145

800

10

種 別

☆注１：現行料金の10杉までの分は、基本料金に含まれます。

料金早見表（1カ月分使用料） 
（単位：円、消費税含む）

☆表中の料金は消費税を含んだ金額となります。
☆１カ月分使用料の目安は、２カ月に１回通知される納付書の使用水量（２カ月分）の
1/2が１カ月分の使用水量となります。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

使用料
860
880
900
920
940
960
980
1,000
1,020
1,050
1,150
1,260
1,360
1,470

汚水量（杉）
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

使用料
1,570
1,680
1,780
1,890
1,990
2,100
2,210
2,330
2,440
2,560
2,670
2,790
2,900
3,020

汚水量（杉）
29
30
35
40
45
50
55
60
70
80
90
100

使用料
3,130
3,250
3,910
4,560
5,270
5,980
6,720
7,450
8,920
10,390
11,860
13,330

汚水量（杉）

市
内
に
は
、
交
換
局
か
ら
距
離
が
遠
か
っ

た
り
、
交
換
局
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
対

応
し
て
い
な
い
な
ど
、
環
境
の
違
い
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
で
お
悩
み
の

地
域
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

交
換
局
か
ら
遠
い
た
め
別
に
電
話
回
線

が
必
要
と
言
わ
れ
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
が
、

通
信
速
度
が
遅
い
と
か
途
中
で
切
断
さ

れ
る
、
ま
た
は
毎
月
の
使
用
料
が
高
い
。

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

市
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置
に
合
わ

せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
も
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
内
に
は

少
し
で
も
早
く
こ
の
問
題
を
解
消
し
た
い

と
い
う
要
望
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度

整
備
す
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整

備
事
業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
先
行
し
て
開
放

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
内
に
お
住
ま
い
の
個
人
や
法

人
の
方
々
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
市
の
構
想
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
添
付
の
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
二
月
二
十

日
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
お
送
り
く
だ
さ

い
。申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
切
手
を
貼
っ
て

郵
送
さ
れ
る
か
、
本
庁
企
画
課
、
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

接
続
に
関
し
て
お
悩
み
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

・市内97ヵ所の公共
施設等を接続する
延べ130㎞のネッ
トワークを構築

・インターネットを
介した公共施設の
利用予約

・情報の受発信機能
の強化

・携帯電話不通話地
域解消のためのア
ンテナ整備の促進

・地上デジタル放送への対応
・議会中継や市政案内放送・防災
情報提供・インターネット接続
など

インターネットへ先行
して貸し出し利用促進
を図る

・住民票等証明書の
発行

・地域づくりの拠点
としての利活用

・市議会中継

日置市役所

日吉支所

東市来支所 吹上支所

平成18年度
日置市地域イントラネット
基盤施設整備事業
（光ケーブル網）

地区公民館等 小中学校

各家庭

CATV網
ケーブルテレビ

※
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
」

広
帯
域
あ
る
い
は
広
帯
域
通
信
の
こ
と
。
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
（N

arrow
band

、

狭
帯
域
）
の
反
対
語
。

か
つ
て
、
現
在
の64kbps/1.5M

bps

のISD
N

の
こ
と
をN

-ISD
N

（Narrow
band-

IS
D
N

、
ナ
ロ
ー
バ
ン
ドIS

D
N

）、156M
bps

程
度
以
上
のIS

D
N

の
こ
と
を

（B
roadband-ISD

N

、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ドISD

N

）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
よ
う
に
相
対
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い

る
た
め
、
よ
り
「
高
速
な
通
信
」
を
意
味
す
る
言
葉
。

お手数ですが
50円切手を
お貼りくださ
い

8 9 9 2 5 9 2

日置市役所
総務企画部企画課行

◎ご氏名 

◎ご住所 

フリガナ 

差しつかえなければ以下をご記入ください 

◎ご連絡先 

TEL      ： 　　　（　　　 ） 

◎お住まいの地域 

自治会 

E-mail ： 



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

上
村

怜

絋
一
郎

東
本
町

川
野
奈
乃
花

潤

今
田

原
口

幸
心

真
二

宮
坂

有
村

颯
晟

俊
彦

今
田

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
重

裕

明
弘

城
之
町
上

重
水

景
斗

元

梅
木

米
丸

幸
太

和
幸

元
伊
作
田

留
盛

恵
那

慈
文

堀
内

益
滿

心
菜

茂

古
市

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

有
里

美
咲

毅
司

諏
訪

日
吉
地
域 

����� �����	
��

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

檜
物

ヱ
ミ

84

日
置
麓

野
下
ヨ
シ
子

76

中
区

中

ヒ
デ

84

南
区

小
正

末

79

八
幡

中
島

忠
則

86

毘
沙
門

田
畑

稔

69

熊
野

山
口

ツ
ネ

86

帆
之
港

檜
物

コ
ト

91

二
潟

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

団
田

静
夫

90

日
添

川
野

ミ
エ

97

小
野
馬
場

馬
籠

美
義

82

北
湯
之
元

尾
下

茂

76

南
湯
之
元

黒
葛

ミ
ネ

98

上
与
倉

原
田

ヨ
シ

97

下
与
倉

松
原

秀
夫

85

東
本
町

山
田
ハ
ツ
エ

90

西
原

下
和
田
ト
ミ

92

永
吉
ふ
も
と

山
増

勇
藏

83

芋
野

西
間
庭

弘

89

浜
田
中

池
畑

文
男

78

亀
原

神
之
門
美
智
子

79

天
昌
寺

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

岡
村

和
奏

昌
宣

中
央
通

得
良

莉
沙

高
訓

郡
下

西
郷

聖
翼

健
一

郡
下

村
上
虎
次
郎

直
樹

立
野

吉
田

衣
織

健
太
郎

妙
円
寺
９
区

馬
場
添
早
紀

健
次

郡
下

山
元

優
奈

慶
太

瀬
戸
内

馬
場

隆
羅

隆
樹

中
福
良

柿
内

伶
音

孝
弘

向
江
町

満
冨

心
雪

大
介

郡
上

林

真
央

健
一
郎

徳
重
東

東

鴻
輝

栄
郎

立
野

堀
田

澪
乃

悠
介

徳
重
東

上
江

聖

龍
太
郎

妙
円
寺
６
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

日
得

春
成

83

徳
重
東

村

ヒ
ロ

90

徳
重
東

山
下
フ
ヂ
ノ

90

竹
之
山

安
樂
清
一
郎

82

駅
前

小
屋
敷

實

79

寺
脇

吉
冨

洋
一

47

瀬
戸
内

宮
下
ト
メ
子

66

池
田

鉾
之
原
教
男

67

妙
円
寺
７
区

柳
田

三
郎

74

麦
生
田
下

冨
山
ト
シ
ヱ

81

中
神
殿

山
口
シ
ゲ
ノ

93

元
町

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

馬
場

フ
ミ

91

上
野
東

馬
場

君
子

93

荻

北
園
ノ
ブ
ヱ

82

元
伊
作
田

宇
田

寳
治

64

川
北

横
手

ミ
ノ

79

元
養
母

大
迫

シ
ヅ

95

杉
之
迫

東
福

哉
子

70

田
代
東

益
滿

武
男

83

中
伊
作
田

瀧
本

チ
カ

91

中
央

留
盛

ノ
ブ

84

堀
内

久
留

榮

89

堀
内

松
尾
フ
ジ
ミ

81

元
湯

大
重

シ
ケ

97

元
湯

上
村

貞
子

88

秋
光
園

北
山

勝
哉

74

北
山

得
山

フ
ミ

83

元
伊
作
田

下
茂

親
二

84

皆
田
東

こ
う

き

ひ
ろ

き

け
い

と

こ
う

た

あ
や

な

こ
こ

な せ
い

た
か

ら

こ

じ

ろ
う

れ

お
ん

こ

ゆ
き

み

さ
き

わ

か
な

い

お
り

れ

の

り

さ

そ

ら

さ

き

ゆ

な

ま

お

12
月
受
付
分（
敬
称
略
）

12
月
受
付
分（
敬
称
略
）

����� �����	
 ��

これまで、日置市吹上地域の登記
事務（不動産・財団等）については、
鹿児島地方法務局南さつま出張所（旧
加世田出張所）で取り扱ってきまし
たが、平成19年２月13日惜から、
鹿児島地方法務局において取り扱う
ことになります。
なお、登記簿謄本（登記事務証明

書）等は郵送でも請求することがで
きます。

【お問い合わせ先】 
鹿児島地方法務局 
〒890－8518
鹿児島市鴨池新町１番２号

TEL 099－259－0680
鹿児島地方法務局南さつま出張所 
〒897－0006
南さつま市加世田本町50番地19

TEL 0993－52－2561

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
年
末
年

始
を
迎
え
、
伊
集
院
小
売
酒
販
組
合

に
よ
る
「
飲
酒
運
転
撲
滅
と
未
成
年

者
の
飲
酒
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

十
一
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ｒ
伊
集
院
駅

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
七
時
か
ら
松
増
博

臣
理
事
長
以
下
酒
販
組
合
の
会
員
を

始
め
伊
集
院
税
務
署
員
や
日
置
警
察

署
員
ら
関
係
者
約
四
十
人
が
、「
飲

酒
運
転
追
放
！
」、「
未
成
年
者
の
飲

酒
防
止
！
」
な
ど
と
書
か
れ
た
チ
ラ

シ
を
、
通
勤
・
通
学
途
中
の
市
民
ら

に
配
布
し
な
が
ら
飲
酒
運
転
等
の
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
置
警
察
署
管
内
の
飲
酒

運
転
の
検
挙
状
況
は
昨
年
中
で
三
十

四
件
、
そ
の
う
ち
の
四
件
が
事
故
に

繋
が
っ
て
い
る
。
松
増
理
事
長
は
、

「
飲
酒
運
転
が
社
会
問
題
化
す
る
中

で
、
酒
類
を
販
売
す
る
立
場
と
し
て

正
し
い
酒
と
の
付
き
合
い
方
を
願
い
、

少
し
で
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
飲
酒
運
転
等
の
防
止
に
役
立

て
ば
何
よ
り
で
す
」
と
、
初
め
て
の

取
り
組
み
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

▲点線に沿って切り取ってください。

1.今、インターネットに接続されていますか 

は　い　（ 通信事業者は　　　　　　　　　　　　　　　　） 

いいえ　（ 新規に接続したいまたは接続したいが環境がない ） 
 

2.既に接続されている方にお尋ねします 

① 通信中に切断されることがありますか　　は　い　　いいえ 

② 通信速度に満足されていますか　　　　 は　い　　いいえ 
 

3.「2」で問題をお持ちの方で、市の光ケーブルの利用についてお尋ね

します 

・利用したい 

・個別に対応を考えている 

※
訂
正
と
お
詫
び

広
報
12
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次
の
と
お

り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

Ｐ
19「
ま
ち
の
文
化
財
」
14
行
目

誤

島
津
本
家
17
代
当
主

↓

正

16
代
当
主

Ｐ
20「
わ
が
地
域
」

誤

会
長

春
山
道
夫
さ
ん

↓

正

春
成
道
夫
さ
ん

な

の

は

こ
う
し
ん

そ
う
じ
ょ
う

れ
い

駅
前
で
市
民
に
飲
酒
運
転
等
防
止
の
呼
び
か

け
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
会
員

▲

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
会
員

▲

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC
CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

伊
集
院
小
売
酒
販
組
合

騎射場電停 

鴨池市民球場 

ダイエー 

郡元電停 

至
鹿
児
島
中
央
駅
 

市営プール前 
バス停 

郡元バス停 

真砂バス停 

市営プール 市営駐車場 
市立図書館 
市立科学館 県立鴨池野球場 

至与次郎 

日赤前バス停 

至
鴨
池
港 

日本赤十字 
血液センター 

市水道局 

医師会病院 

真砂町 
県庁前バス停 

鹿児島県庁 

法務局 

国道22
5号 

至谷山
 

ここです！ 

●該当する部分を○で囲んでください。 

※この調査は要望を把握するためのもので申し込みではありません。 
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シリーズ⑳

ひと いきいき

「
両
親
が
高
齢
で
自
分
が
長
男
だ
か
ら
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
四
十
歳
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら

バ
ラ
栽
培
農
家
と
し
て
就
農
し
た
満
尾
さ
ん
。
大
学
で
学
ん
だ
農
業
経
験
と
夫
婦
で
力
を
合
わ

せ
て
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
バ
ラ
栽
培
を
選
び
ま
し
た
。
バ
ラ
栽
培
農
家
は
市
内
に
あ
ま
り

な
い
こ
と
か
ら
、
就
農
し
た
当
時
は
手
探
り
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
土
地
探
し
や
資
金
繰
り

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
輩
農
家
で
実
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
で
勉
強
し
た
り
と
苦

労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
、
自
宅
裏
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

設
置
。「
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
ハ
ウ
ス
が
自
宅
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
自
宅
裏
に
ハ
ウ
ス
が
あ

る
の
で
近
く
て
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
苦
労
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

自
宅
が
国
道
二
七
〇
号
線
沿
い
に
あ
る
こ
と
や
お
客
さ
ん
の
口
コ
ミ
な
ど
で
、
現
在
で
は
市

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
バ
ラ
を
贈
り
物
と
し
て

買
っ
て
行
か
れ
る
お
客
さ
ん
が
多
い
で
す
。
お
祝
い
事
が
多
い
時
期
は
注
文
が
多
く
、
忙
し
く

な
り
ま
す
ね
。
バ
ラ
だ
け
を
栽
培
し
て
い
る
の
で
、
生
産
者
価
格
で
販
売
で
き
る
点
も
喜
ば
れ

て
い
ま
す
」
最
近
で
は
、
奥
さ
ん
へ
の
贈
り
物
と
し
て
買
い
に
来
ら
れ
る
男
性
客
も
増
え
て
き

た
よ
う
で
、「
流
行
の
移
り
代
わ
り
が
激
し
い
分
、
こ
れ
か
ら
は
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
品
種
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
も
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
気

合
十
分
で
す
。

「
農
業
は
一
日
の
労
働
時
間
を
自
由
に
調
整
で
き
ま
す
が
、
な
か
な
か
連
休
は
と
れ
ま
せ
ん
。

七
転
八
起
の
精
神
と
健
康
第
一
を
合
い
言
葉
に
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ

栽
培
も
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
時
が
嬉
し
い
で
す

ね
。
丹
精
込
め
て
育
て
た
バ
ラ
を
全
て
の
お
客
さ
ん
が
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
事
。
そ
れ
が
私
に

と
っ
て
の
一
番
の
喜
び
で
す
」

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
私
の
夢
』 

吉
利
小
学
校
六
年
　
　
野
久
尾
　
美
菜 

さ
ん 

吹上町今田 

の

く

お

　

み

な

 

　植物栽培が好きで始めたおもと（万
年青）。栽培を始めてから約40年にな
ります。おもとは植え方、水のかけ方、
肥料の施し方など大変手間のかかる植
物ですが、四季によって変わる様子は
見ていて飽きません。3月から4月ぐら
いに出る新芽は一番の楽しみになって
います。現在、9人で構成されるおもと同好会で月1回の定
例会を開催し、会員がそれぞれ育てているおもとを持ち寄り、
意見交換を行っています。これからおもと栽培者を増やして、
たくさんの人とおもと栽培の楽しさを共有したいですね。 

川路　忠雄　（79歳） さ
ん 

「おもと（万年青）」 

20

満尾 哲行
みつ お てつ ゆき

さ
ん［52歳］ 

●18年間勤めていた会社を退社後、平成5年に実家
のある日吉町吉利に戻り、バラ栽培農家として就農。
平成17年からは鹿児島県花卉農協組合の理事を務
める。 

日吉町吉利　（吉利中区自治会） 下谷口地区四郎園自治会の墓地に、古い石塔と
仏像が残っています。これは天文年間（1532～
1554年）に、戦国武将島津忠良（義弘の祖父）が、
舜有和尚のために創建した梅岳寺の跡です。
舜有は、谷山にあった皇徳寺の住職舜田の弟子で、
ともに学識の高さで知られていたようです。戦乱
がひどくなり、２人は伊集院に逃げ、小さな庵に
住んだと伝えられています。忠良は、息子の島津
本家当主貴久とともに伊集院を治めるようなった折、
舜田と舜有を学問の先生として迎えました。舜田
のために加世田に日新寺（現在の竹田神社）を、
舜有のために梅岳寺を創建しました。
２人の教えを受けた忠良は、47首からなる教

訓歌「いろは歌」を作りました。「いろは歌」は
江戸時代の終わりまで、武士の重要な教えとして
唱えられ続けました。
梅岳寺は廃仏毀釈で廃寺になりましたが、市の

有形文化財に指定された舜有の木像が残っており、
現在伊集院地区公民館で12月から３月まで公開
されています。

〈引用参考文献〉『伊集院郷土史　第一部』伊集院町 
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感染性胃腸炎は一年を通じて発症していますが、最近は冬場のノロウイルスやロタウイルスなど
のウイルスによる胃腸炎が増えており注意が必要です。

原因となるウイルスによって少しずつ症状が異な
りますが、嘔吐、腹痛、下痢、発熱などです。これらの
症状が単独または、複数の症状が様々な組み合わせ
で出現しますが、原因となる病原体、患者個人間で大
きな差があり、症状の重さも様々です。特に高齢者や
乳幼児など抵抗力の弱い方では重症になることがあ
ります。

どんな症状が出るの？
◎トイレの後、調理の際、食事の前にはよく手を洗い
ましょう
◎手洗いの後、使用するタオルなどは清潔なものを
使用しましょう
◎十分な睡眠と栄養を取るようにして、体調を良好
に保つようにしましょう
◎生鮮食品（野菜、果物など）は、十分に洗浄しましょ
う
◎調理の際は、食品の中心部まで十分に加熱してか
ら食べましょう
（湯通し程度の加熱ではウイルスは死滅しません）
◎使用した調理器具はそのつど洗浄消毒しましょう

どうしたら予防できるの？

◎かかりつけの医療機関を受診しましょう
◎温かい飲み物（胃腸に刺激の少ないもの）やスープ
などで水分補給を行い、消化の良いものをおなか
の状態によって選んで食べましょう
◎体力を消耗しないように十分な休養と睡眠をとり
ましょう

もしかかってしまったら？




